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本日の例会 次回の例会（8月 23 日）

卓 話

8月 2日　第 1238 回例会報告

第 1 回　クラブフォーラム
～多様性の時代にクラブは対応して

いるのか。感動と共感を呼ぶクラブか～

「内容を録音したデータが事務局にあります」

＊ 8月 16 日は、休会となります。

ガバナー公式訪問

吉田　雅俊様（東京新都心 RC）
第 2580 地区ガバナー

紹介者　米倉伸三会員

夏目漱石生誕 150 年
『夏目漱石の知られざる素顔』

瀧井　敬子 様

卓話をされる瀧井敬子様

会長報告

1．RI本部より、RI会長の名前を使った英語のフィッ

シングメールが発信されているとの報告があり

ました。

多額の米ドルをお貸しいただきたいという趣旨

のメールの様ですが、万が一、この様なメール

を受信されても決して返信等の対応しないよう

にとの事です。ご留意のほどお願いいたします。

理事会報告

1．九州北部豪雨災害支援金についてのお願いがあ

りました。例会時にボックスを回します。

2．8月 23 日のガバナー公式訪問時に、来週のフォー

ラムの報告をします。また、委員長が出席できな

い委員会については、代理の出席をお願いします。

幹事報告

1．8 月のロータリーレートは 1ドル＝ 111 円です。

2．「コーディネーターニュース」8 月号をテーブル

に配布いたしましので、ご覧下さい。

3．2017 年 1 月 1 日～ 6 月末日までにロータリー財

団へご寄付いただきました分の確定申告用領収

書が届きました。該当する方のメールボックス

3．9 月 27 日の新世代会議は移動例会になります。

思春期ののり越え方について、父兄を対象に講

演があります。

4．青少年交換派遣予定学生スポンサークラブ依頼

については、受諾します。カウンセラーの人選

は後ほど。

5．制定案については、会員からの意見がなかった

ので、河合会員に一任します。

6．2017‐2018 年度地区研修員会主催の会合におけ

るディスカッションリーダには河合会員が就任

します。

7．次回の理事会の日程

9月 6日 18 時 30 分～。（場所未定）
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クラブフォーラム開催通知

8 月 9日（水）例会時、「多様性の時代にクラブは

対応しているのか、感動と共感を呼ぶクラブか」を

テーマに、第 1回　クラブフォーラムを開催致します。 

記

日　時	 2017 年 8 月 9 日（水）第 1239 回例会時

	 例会開始	 12：30

	 フォーラム	13：00 ～ 14：00

場　所	 例会場　3階「春琴の間」

テーマ	「多様性の時代にクラブは対応している

のか、感動と共感を呼ぶクラブか」

以上
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本日の例会にて、

ロータリー財団寄付	 3 名	 30,000 円
米山特別寄付	 0 名	 0 円

のご寄付をいただきました。
ありがとうございました。

ニコニコＢＯＸ

＊秋本康彦会員

8 月 9 日、少年野球大会の成功を祈念して。

＊井田吉則会員

来週は欠席させていただきます。本日の規定検討

委員会、宜しくお願いします。

＊熊井　寛会員

誕生日のお祝ありがとうございます。後楽の志熊

さんと同じ 8 月 2 日です。志熊さんとは、熊つな

がりでもあります。

＊深澤壽一会員

7/31、第二代会長林有厚さんのお別れの会にいき、

献花をしてきました。約 1000 名の出席者でやは

り後楽園をあそこまで作り上げた人の姿を心に強

く受け止めました。

＊木村敬道会員

初めての司会です。よろしくお願いします。

出 席

会員数：49名　欠席出席免除者：3名　出席数：37名

欠席数：9名　出席率：80.43％

7 月 19 日修正後出席率：82.32％

ヴィジター：1名

クラブゲスト：瀧井敬子様（卓話講師）

清水一徹様（卓話同行者）

ｶﾑﾋﾟﾗｰ・ｱｲﾗﾀﾞｰさん（米山奨学生）

ニコニコＢＯＸ	 9,000 円

累　　計	 152,000 円

へ配布致しましたのでご確認をお願いいたします。

4．ロータリー米山記念奨学会の財団設立 50 周年

を記念しフォーラムと祝賀会が開催されます。

日　時　2018 年 2 月 4 日（日）

会　場　グランドニッコー東京 台場

式典の詳細については、奨学会のホームページ

をご覧下さい。

5．昨日配信されましたが、来週 8 月 9 日に「第 1

回　クラブフォーラム」を開催いたします。

テーマは、「多様性の時代にクラブは対応してい

るのか、感動と共感を呼ぶクラブか」となります。

是非ともご出席をお願いいたします。

「協力しよう！頑張ろう！と呼びかけたり、
かけられたりしているのがその結果では？」

近藤博隆会員

標題からあなたが“とっさに”思いあたるのは何

でしょうか。

それだけ何かにつけ日常的に意識的にも無意識で

あっても、お互い口にしている言葉ではないでしょ

うか。

ドイツの心理学者マクシミリアン・リンゲルマン

氏の「社会的手抜き」（リンゲルマン効果）に興味

を引かれたのです。その説の要点は綱引きの実験例

として

「1人のときの、その 1人力発揮を 100％とすると、

2人のときの、その 1人力発揮を　93％となる。

3人のときの、その 1人力発揮を　85％となる。

8 人のときの、その 1 人力発揮を　49％となる。

とのこと」

つまり、みんなで力を合わせ勝とうと声をかけて

網を握った 8 人チームの場合、1 人分は実力の半分

くらいしか発揮されないと言う説なのです。そこで、

第 1 に協力しようと同調するのは全部 1 人でがん

ばらなくても住むし、応分の参加ですむと反射的に

納得し行動するつもりになるのです。むろん、何事

も協力の呼びかけに無関心、我関せずの方もおられ

るのです。

第 2 に協力を呼びかける例もどの位、呼びかけに

関心を寄せ協力していただける人数となるのか、待

ち受けているのです。コミュニケーションは建前と

本音、聞き流し、又は聞き置く、そして呼びかけら

れたのが自分に特に関心を向けさせる条件反射もあ

るかも知れないのです。

第 3 に私事ですが、ロータリークラブ会員となっ

て、いつの間にか 22 年（1995.6.28 入会）になり、

同時に入会した他の 7 名の方は逐次退会され、1 番

早く退会するのが私自身だと思い込んでいた当時で

した。当クラブ 25 周年記念誌を机上にし、その内

容を読みながら、見ながら、過ぎし 20 周年誌も今

回の記念誌も編集、発行にかかわった会員の奉仕の

心そして実行力に敬意と謝意を表します。

第 4 に入会まだ若々しい会員の皆様、どんな思い

に行きつ、もどりつ又はなんとなく過ごしておられ

ますか。ぜひ例会で雑談を交わしたいものです。雑

談の妙なよさがあるのです。とくに年齢差の離れて

いる仲間との会話は相互の見解を活き活きさせるの

ではないでしょうか。

以上“協力”には、より“強力”にその気を向け

ましょう。


